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　コミュニケーションの方法は時代とともに進化し，

現在ではメールや LINEなどテキストや画像でのコ

ミュニケーションが増えていますが，音声によるコ

ミュニケーションもこれまで同様に多用しています。

　しかし，近年ではストレスやヘッドホンの過大入

力による騒音性難聴などにより，声や音が聞き取り

にくいと感じる若い人も増えていると言われていま

す。このように聴こえにくくなってしまった場合で

も円滑な音声コミュニケーションが図れるよう，コ

ミュニケーション・サポートシステム「コミューン」

は 2014年１月に誕生しました。

　コミューンは，音を大きくするだけでなく，音声

の明瞭性を高めて言葉を聞き取りやすくするスピー

カーシステムです。

　2010年ごろに前職のレコード会社で新規事業開

発担当として，遠くまで音が届くスピーカーの研究

を行っていました。あるとき，共同研究先である大

学の教授から，研究中であったスピーカーをたまた

ま試聴した難聴者の方が「聞き取りやすい」と喜ん

でいたと聞かされます。しかし，会社で事業化を要

望しても，レコード会社には馴染まないとの理由で

認められませんでした。

　一度は研究の継続をあきらめかけたのですが，東

日本大震災がきっかけとなり，「自分の仕事は誰か

の役に立っているのか」との思いを強く抱くように

なりました。そこで「まずは今自分にできることを

始めよう」と思い，2011年 12月に NPO法人日本

ユニバーサル・サウンドデザイン協会を立ち上げま

した。しかし立ち上げたのもつかの間，「なぜ健聴

者が難聴者のためにこのような活動を行っているの

か？」「何か企んでいるのでは？」という声が上がり，

また研究が頓挫してしまいました。しかし１年間コ

ツコツと研究を重ねていくうちに「どうやら本気み

たいだ」「協力してあげてもいいよ」といった声が出

始め，協力者が現れたことで研究が進み，やっとの

ことで製品化を実現させることができました。

　製品化を実現した当初も，「話す側が行う難聴者の

支援」という説明を聞いただけで製品の必要性を理

解される方はほとんどいませんでした。そこで，製

品に実際に触れてもらうことが大切であると考え，

ベンチャーのプレゼンイベントへの参加や，興味が

あると言われる方みなさんにお会いしました。製品

はもちろんですが「製品への思い」と「難聴者への支

援の必要性」を熱く語ることを地道に続けました。

　そこで連絡をいただいたのが，佐賀県でした，県

内でユニバーサルデザインを積極的に進められてお

り，聴覚障がい者の方の支援に熱心で，「聴こえの

ユニバーサルデザイン」というコンセプトもすぐに

理解していただきました。この出会いがきっかけと

なり，2014年にグッドデザインベスト 100を受賞

することにつながりました。

　5年前に研究をスタートしてから，何度も「もう

ダメかもしれない」と思うことが起きましたが，難

聴の方々から「すごく聞こえやすい！」と笑顔をも

らうと「この人のためにも」という思いが募ってい

きました。今は諦めずに聴こえの研究開発を続けて

きて本当に良かったと思っています。

　中学生のみなさんにも「時間を忘れて熱中できる

こと」「誰かのために頑張れること」を見つけてほし

いと強く思います。
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